
あなたは ある国の 製品安全局」という政府機関に所属する課長補佐です。

製品安全局は 製品の安全性に関する基準を定めたり 消費者保護に関する施策を推進したりする

ところであり 同局においてあなたは 政策課」に所属しており 企画班の課長補佐(以下 企画班長」

という。)として 係長以下の班員とともに 安全性の基準の設定等を仕事の中心としています。

政策課には 製品が安全性の基準を満たすかどうかを審査する 審査班」があり あなたは 審査班

の課長補佐(以下 審査班長」という。)とともに政策課長を支えています。

また 製品安全局には政策課のほかに 人事や会計など製品安全局の組織を支える業務を行う 総

務課」などがあります。

組織図の概略は以下のとおりです。

あなたは９月15日(月)付けで政策課に異動してきましたが ９月18日(木)から10月６日(月)ま

での間 異動前の関連業務のため 海外出張に行かなければなりません。その間 職場と一切連絡が

取れないものの ９月27日(土)に一時帰国し 28日(日)に再出国する前に職場に立ち寄るので 伝

言があれば 職場のメールアドレスへメールを送信するか 書類等を机の上に置いておくよう課内の

職員に依頼して出国しました。なお この方法以外 職場からあなたに連絡が取れません。

そして あなたは昨日９月27日(土)に一時帰国しましたが 今日28日(日)の夕方には再び出国し

なければならず 誰もいない職場に立ち寄り 約１時間という限られた時間内に 出張中に届いた

メール等を整理して 具体的な対応策を検討しています。なお 職員への連絡はこの機会を除いて

再度帰国する時点まで行うことができません。
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図 製品安全局の組織図(一部)
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資料の内容をよく読み 次の二問に答えなさい。

問 資料１～10について 処理方法を下表の４種類から選択(複数選択も可)し 内容等」の欄で

指定されている事項を簡潔に記入しなさい。ただし ① ② ③以外の処理方法が適切な場合は，

④の その他」を選択し 具体的な内容を分かりやすく記入しなさい。

処理方法 内容等

① 回 答 差出人(作成者)へ回答する内容

② 保 留
対応を保留する理由

ただし 条件によって保留を解除する必要があれば それも記入する。

③ 依 頼
依頼する相手及び依頼内容

ただし 差出人(作成者)に依頼する場合は 処理方法①でよい。

④ その他
具体的な内容

ただし 自ら対応しない場合は 自ら対応しない。」と記入する。

問２ 問１で選択した処理方法を踏まえ 資料全体の中から あなたが取り組むべき課題として 最

も優先順位の高いものを取り上げ その内容を 取り組むべき課題」の欄に記入しなさい。また

その課題を最優先すべき理由を 理由」の欄に 資料と関連づけて簡潔に記入しなさい。
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別添の資料



資料１ 電子メール(９月19日(金))

差出人 ダテ係長

宛 先 企画班長 タジリ

件 名 製品Ｘの安全性の意識調査

企画班長には 出張前の慌ただしいところ 製品Ｘの安全性についての意識調査について 説明い

たしましたが ご指摘を踏まえて説明用の文書を添付ファイルのように修正いたしました。来週月曜

日に政策課長に説明したいと思います。

(添付ファイルの文書の抜粋)

１ 調査名

製品Ｘの安全性についての意識調査

２ 調査目的

これまで製品Ｘについては 高額であったため 企業や大学等が研究目的で購入していたが

今年になって製品Ｘの価格が低下したことにより 一般の消費者も購入できるようになってきた。

しかしながら 製品Ｘの使用方法は消費者にとって必ずしも分かりやすいとは言えず 誤って使

用すると負傷するおそれがあるのではないかという意見がある。製品Ｘを製造・販売するメー

カーによれば安全性は当初よりも高まっており 問題ないとしているが 製品安全局としては

消費者の意識を調査し 安全基準を強化すべきかどうか検討することとしたい。

３ 調査対象

製品安全局のモニター30,000人の中から抽出した500人

４ 調査期間

2014年10月１日～10月７日

５ 調査方法

電子メール(調査票を添付)

６ 調査項目

⑴ 製品Ｘの購入経験

⑵ 製品Ｘの安全性についての印象

７ 調査結果の活用等

調査結果は 安全基準の設定の基礎資料とする。なお 有識者へのヒアリングは行わない。
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資料２ 電子メール(９月19日(金))

差出人 ナトリ

宛 先 企画班長 ダテ係長

件 名 次長からの依頼

先ほど次長からお電話がございました。

来月行われる政府の有識者懇談会において 最近の製品安全局の業務内容について 次長が１時間

程度発表されるそうです。基本的には 白書やホームページで公表した資料を引用して作成されるそ

うですが 製品の安全性が問題となった事例をいくつか紹介したいとおっしゃっています。

企画班が保存している事例ファイルの中から ２ ３件を選びたいと考えていますが ご意見をい

ただければ幸いです。

なお 次長は来月の上旬で構わないとおっしゃっているので 企画班長が帰国されてからでも十分

に間に合うと思います。
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（以下、資料省略）


